
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 栄養士のひとりごと～「食べない」？「食べられない」？「もったいない」？  

給食は、成長期のみなさんの発達のために、栄養バランスよい豊かな食事となるように献立を考えていま

す。また、地場産物を活用したり、地域の郷土食や行事食を出したりすることで、地域の文化や伝統について

も学んでほしいと思っています。昨今の食材の価格高騰の影響を受けながらも、できる限りみなさんが楽しめ

る給食であるように、彩りや旬の食材を取り入れることも考えています。苦手な物があると言う人にも伝えた

いことは、「食べない」と「食べられない」は違うということです。次のページで話がある SDGsのことをきっ

かけに「もったいない」を気にかけてくれる人もいますが、学校給食の目的、学んでもらいたいことは、まず

みなさん自分自身が食べるべき食事の量やバランス等を目で見て覚えることです。『食べるチカラは生きるチカ

ラ』です。元気に成長したり活動したり、健康に生き続けるためには食べることは欠かせない大切なことで

す。と言っても、難しいことではありません。いろいろな食品を組み合わせて食べることで自然と栄養のバラ

ンスがととのいます。そのいろいろな食品を使って献立が立てられているのが給食です。この給食を毎日目で

見て感じることで、自然と学習できているのです。自分で自分の食事の仕方を振り返り、よく考えてみてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年 10 月 2 日 

小金井市立緑小学校 

栄養士 若山加奈子 

 「暑さ寒さも彼岸まで」というように、日に日に暑さがやわらぎ、過ごしやすい気候にな

りました。秋は、お米や大豆、里いもなど、昔から日本人の食生活に欠かすことのできない

作物が収穫を迎える季節です。また、漢字で「秋刀魚」と書くサンマをはじめ、サケ、サバ、

カツオなどの魚は、秋になると脂がのっておいしくなります。 

秋の実りや自然の恵みに感謝し、旬の食べ物をおいしくいただきましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここ数年で、「SDGs」という言葉をよく目にするようになりました。SDGsとは「持続可能な開発目標

（Sustainable Development Goals）」を略した言葉で、国際連合に加盟する193の国々が、2030年までに達

成すべき17の目標です。現在、世界では気候変動、飢餓、紛争、感染症など、さまざまな課題を抱えていま

すが、これらを解決し、世界中のすべての人びとが、安心して暮らし続けられる社会を目指すものです。 

栄養バランスを考えた

献立を提供しています 

安心して食べられるよう

衛生的に調理しています 

 

地産地消を推進して

います 

みんなで同じものを 

食べることができます 

 

自分が食べられる量を

考え、食べる前に調整

する 

給食から、バランスの 

よい食事について学ぶ 

 

食器を大切に使う 
食べられる人は、

なるべく残さず食

べる 


